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１．研究内容

　近年、インターネットの急速な普及により、書籍や
音楽、画像といった様々なコンテンツがディジタル化
されて配信されるようになっている。このようなディ
ジタルコンテンツは、完全な複製を取ることができる
ことから、著作権侵害が問題となっている。その対策
として、ユーザの倫理教育もさることながら、コンテ
ンツそのものに著作者に関する属性情報を埋め込むこ
とによって著作権侵害や不正流通を抑止する方法が不
可欠となっている。本研究は、ディジタル画像を用い
て、画像の３次元ヒストグラム内に電子透かしを埋め
込む方法の開発と応用である。

２．地域・産学連携の可能性

　研究の応用として、インターネット上で公開してい
る画像コンテンツの保護が挙げられる。公的機関や企
業において、ウェブページ等で公開している画像に対
し、著作権情報を埋め込むことにより、他で不正使用
された場合に、埋め込んだ著作権情報を取り出すこと
が可能となる。これによって、自身のコンテンツであ
ることを示すことができ、コンテンツの不正流通を保
護できる。ディジタルコンテンツの他には印刷物に対
する応用の可能性もある。
　また、本研究は、ディジタルカメラの他にスマート
フォンやタブレットで撮影した画像にも応用可能であ
る。そのため、携帯端末向けアプリケーションを開発
している企業との連携をしたいと考えている。
　本研究が印刷物に対応できるようになれば、パンフ
レットや写真集などに電子透かしを埋め込むことがで
きるため、地域の商業活動にも応用できる
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図１　電子透かしの埋め込み原理

図２　３次元ヒストグラムへの電子透かしの埋め込
み（「工大」が電子透かし）
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